
(function(){
	

var r,g,b;

	
var LF = String.fromCharCode(10);	

// 改行コード

	
var docObj = activeDocument;	 // アクティブドキュメントを指定

	
if (docObj.documentColorSpace != DocumentColorSpace.RGB){

	
	

alert("RGB モードでないと色が正しく表現されません。RGBモードにしてください ");

		


return;

	
}	
var fileObj = File.saveDialog(" 保存 HTML ファイル名を入れてください ");

	
if (!fileObj) return;	

// キャンセルされた場合は何もしない

	
if (!fileObj.open("w")){

	
	

alert(" ファイルに書き込みができません ");

		


return;

	
}	
var script = "";

	
var baseY = docObj.height;	

// ページの上の座標。Illustrator は座標が canvas と逆のため

	
for(var i=docObj.pageItems.length-1; i>=0; i--){

	
	

var obj = docObj.pageItems[i];

	
	

if (obj.typename != "PathItem") continue;	
// パスのみ処理

	
	

script += LF+"conObj.beginPath();";

	
	

for(var j=0; j<obj.pathPoints.length; j++){

	
	

	
var px = obj.pathPoints[j].anchor[0];

	
	

	
var py = baseY - obj.pathPoints[j].anchor[1];

			



if (j ==0){

	
	

	
	

script += LF+ "conObj.moveTo("+px+","+py+");";

			



}

	
	

	
var cpx1 = obj.pathPoints[j].rightDirection[0];

	
	

	
var cpy1 = baseY - obj.pathPoints[j].rightDirection[1];

	
	

	
if (j == obj.pathPoints.length-1){

	
	

	
	

var px2 = obj.pathPoints[0].anchor[0];

	
	

	
	

var py2 = baseY - obj.pathPoints[0].anchor[1];

	
	

	
	

var cpx2 = obj.pathPoints[0].leftDirection[0];

	
	

	
	

var cpy2 = baseY - obj.pathPoints[0].leftDirection[1];

	
	

	
}else{

	
	

	
	

var px2 = obj.pathPoints[j+1].anchor[0];

	
	

	
	

var py2 = baseY - obj.pathPoints[j+1].anchor[1];

	
	

	
	

var cpx2 = obj.pathPoints[j+1].leftDirection[0];

	
	

	
	

var cpy2 = baseY - obj.pathPoints[j+1].leftDirection[1];

			



}

	
	

	
script += LF+ "conObj.bezierCurveTo("+cpx1+","+cpy1+","+cpx2+","+cpy2+","+px2+","+py2+");";

		


}

	
	

script += LF+ "conObj.closePath();";

	
	

// パスのカラー処理

	
	

if (obj.filled){

	
	

	
r = Math.floor(obj.fillColor.red);

	
	

	
g = Math.floor(obj.fillColor.green);

	
	

	
b = Math.floor(obj.fillColor.blue);

	
	

	
if (obj.fillColor.gray){

	
	

	
	

r = g = b = 255 - Math.floor(obj.fillColor.gray * 2.55);

			



}

			



a = obj.opacity / 100;

	
	

	
script += LF+ 'conObj.fillStyle = "rgba('+r+','+g+','+b+','+a+')";';

	
	

	
script += LF+ "conObj.fill();";

		


}

	
	

if (obj.stroked){

	
	

	
r = Math.floor(obj.strokeColor.red);

	
	

	
g = Math.floor(obj.strokeColor.green);

	
	

	
b = Math.floor(obj.strokeColor.blue);

	
	

	
if (obj.strokeColor.gray){

	
	

	
	

r = g = b = 255 - Math.floor(obj.strokeColor.gray * 2.55);

			



}

			



a = obj.opacity / 100;

	
	

	
script += LF+ 'conObj.strokeStyle = "rgba('+r+','+g+','+b+','+a+')";';

	
	

	
script += LF+ 'conObj.lineWidth = '+obj.strokeWidth+';';

	
	

	
script += LF+ "conObj.stroke();";

		


}

	
}	
fileObj.writeln('<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN">');

	
fileObj.writeln('<html lang="ja"><head>');

	
fileObj.writeln('<meta http-equiv="content-type" content="text/html;charset=shift_jis">');

	
fileObj.writeln('<meta name="generator" content="Adobe Illustrator CS3">');

	
fileObj.writeln('<title>Illustrator + Canvas</title>');

	
fileObj.writeln('<script type="text/javascript"><!--');

	
fileObj.writeln('window.onload = function(){');

	
fileObj.writeln('canvasObj = document.getElementById("imgCanvas");');

	
fileObj.writeln('conObj = canvasObj.getContext("2d");');

	
fileObj.writeln(script);

	
fileObj.writeln('}');

	
fileObj.writeln('// --></script> </head>');
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はじめに

2004 年に Illustrator 10 自動化作戦 with JavaScript が出版されてから 5 年以上が経過しました。アマゾンではい

まだに高い価格で取引されている珍しい本の 1 つですが、さすがに 1 冊が万単位の金額にもなると書いた方がびっ

くりしてしまいますし買う方も躊躇していまいます。

そこで、今回新たに Illustrator CS3 (CS4) を対象にして自動化に関する PDF を作成することにしました。普通の

Illustrator 本であれば一定の需要が見込めるので書籍として出版することができますが、このような自動化に関す

るものは書籍としては採算が合わないので PDF として個人的に出すことにしました。

少しでも手間を削減する方法としてコンピューターが得意なことはコンピューターにやらせる、という方法があ

ります。つまり手作業を自動化してしまおうということです。やり方によっては大幅な時間短縮＝コスト削減に

なります。ただし、Illustrator の場合は InDesign などと異なり大量のページものを作成することは少ないため、

InDesign と比べて劇的に効率化できるわけではありません。それでも自動化によってかなりの手間が軽減できる

ことも確かです。

自動化といってもプログラムを作らなければいけないとは限りません。特に Illustrator CS3/CS4 は機能が大幅に

向上し定型処理ならアクション機能／バッチ機能を使えばできてしまいます。このため、プログラムを作成しな

いと駄目な場面は Illustrator 10 と比べてかなり減っています。既存のアクション、バッチ処理で可能なものは極

力それらで処理すべきです。また、予算があれば販売されているプラグインを使うのもよいですし、フリーのプ

ラグインで処理可能であればそれでも構いません。

というのも、今から Illustrator を動かすためのプログラム言語である JavaScript（ジャバスクリプト）を勉強する

というのは現実的ではないでしょう。そもそも、学習するだけの時間が捻出できない人も多いはずです。とにか

く寝たい！という人もいるかもしれません。

そこで、この PDF ではなるべく多くのサンプル／パターンを用意し、個人や社内の状況に合わせて自由に修正し

使ってもらうという考えで作成しました。

自動化で全てが解決することはありませんが、本 PDF が何らかの手助けになればと思います。

2010 年 1 月　古籏一浩

【注意】

本 PDF は MacOS X 版の Illustrator CS3 を基準にしています。Windows 版での動作確認は行っていません。ファ

イルパスなど一部の指定や MacOS X 固有のものを除けばほとんどのスクリプトは Windows 版でも動作します。

また、CS3 以前の CS/CS2 ではスクリプトの動作が怪しいため、CS3 で動作しても CS/CS2 では期待通り動かない

ことがあります。CS3 より前のバージョンでの動作は全く保証しませんし質問なども受け付けていません。CS4

は GUI 部分の一部を除いて、ほぼそのまま動作するはずです。ただし、CS4 独自の機能を利用したスクリプトは

掲載していません。

掲載しているスクリプトに不具合が存在することもあります。その場合は「学習編」の「スクリプトの利用に関して」

の説明に従ってください。
















